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カラー図版1
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カラー図版2

IVH-03床面出土余市式土器(SW→）
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カラー図版3

1幌内7遺跡近景(SW→）

2mH-01完掘(SE→）
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カラー図版4
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6.L-20区縄文晩期中葉土器(SW→） 7縄文時代包含層出土棒状原石
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序文

厚真町は、胆振・日高地区屈指の豊かな水田地帯を有する大いなる田園

都市であります。 この穀倉地帯を潤す厚真川は夕張山地の南端を源とし

て流れ、農作物への恩恵を授ける大切な河川でもあります。 この豊かな

厚真川から、農業の町厚真にとって生命線と言える水資源を未来永劫に

わたり、田畑へ安定的に供給するため本管総延長24．5kmにおよぶ農業用

導水管「厚幌導水路」の建設が本格着工されました。

さて、本書はこの厚幌導水路建設と共に、地域に残された埋蔵文化財

の記録保存を目的として発掘調査された厚幌1遺跡、幌内7遺跡の報告

書であります。調査により厚幌1遺跡ではシカの落とし穴や約4千年前

の縄文時代の竪穴式住居跡が見つかっております。幌内7遺跡では縄文

時代、今から約5千5百年前から2千5百年前にかけて多量の土器や石

器のほか、 1千5百年から1千年前の焚き火跡や土器、そして、約5百

年前の北海道の先住民族であるアイヌ民族の平地式住居跡が見つかって

います。住居跡からは鉤状の金属製品などが見つかっているほか、 ゴザ

を編む時に使ったと思われる棒状の礫が多く出土しています。

これらの発掘成果から、先人たちはこの厚真の自然と共に豊かな文化

を育んでいたことが克明に分かってきました。

これらの貴重な埋蔵文化財の発見は、厚真町の歴史のみに留まらず、

アイヌ民族の歴史、北海道の歴史を考えるうえでも重要な成果と受け止

めております。今後は出土品の調査研究は勿論のこと、地域の教育的資

源、文化的財産としてより豊な厚真町を育むための活用を推し進めてま

いりたいと思う所存でございます。 また、本書が広く埋蔵文化財の保護

並びに調査・研究の一助となれば幸いに存じます。

最後となりましたが、発掘調査・整理・報告にあたり御指導、御支援

を賜りました関係機関ならびに関係諸氏に、誠に厚く、感謝を申し上げ

る次第であります。

厚真町教育委員会

教育長兵頭利彦
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1．本書は、平成20年度に行った国営土地改良事業勇払東部（二期）地区厚幌導水路建設工事に伴い発掘調査され

た厚幌1遺跡（登載番号:J-13-25) ・幌内7遺跡（登載番号:J-13-103)の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は、国士交通省北海道開発局室藺開発建設部の委託を厚真町教育委員会が受託した。

3．調査・整理は以下の体制で行った。

調査担当者：奈良智法 乾哲也

調査補助員：山田和史

測量技能作業員･写図工：海津孝之整備技能作業員中田鐘太郎発掘作業員15名整理作業員8名

奈良：金属製品･擦文･続縄文･縄文土器実測、復元･拓影土器撮影､写真図版作成･編集、遺構図作成

山田：礫石器実測･撮影･剥片石器実測校正、集石構成礫の実測･撮影、遺構図作成

乾 ：統括･渉外

小野哲也（現標津町教育委員会） ・天方博章：発掘･整理業務協力

4．本書の編集は奈良・乾が行い、各節の執筆は、文末に記す。

5．関連諸科学の同定分析については、以下の機関および個人に依頼した。

AMS法14C年代測定：株式会社．加速器分析研究所

動物遣存体同定：千歳市埋蔵文化財センター高橋理

炭化種子同定：札幌国際大学研究員椿坂恭代

金属製品保存処理：岩手県立博物館赤沼英男

6．包含層堆積図、剥片石器実測・写真、復元士器実測の一部を株式会社シン技術コンサルに委託した。

7．本調査によって得られた資料等は、厚真町教育委員会で保管している。

8．調査・報告にあたって下記の機関および個人より御指導御協力を頂いた、記して感謝申し上げます。

北海道教育庁生涯学習推進局文化･スポーツ課、国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部、室藺開発建設部胆振東

部農業開発事業所、苫小牧駒澤大学、札幌国際大学、札幌学院大学人文学部、札幌大学、社団法人北海道アイヌ協

会、財団法人北海道埋蔵文化財センター、釧路市埋蔵文化財調査センター、千歳市埋蔵文化財センター、苫小牧市

博物館、平取町沙流川歴史館、平取町立二風谷アイヌ文化博物館、浦河町立郷士博物館、北見市北網圏文化センタ

ー、北見市ところ埋蔵文化財センター、恵庭市教育委員会、遠軽町教育委員会、白老町教育委員会、新ひだか町教

育委員会、 日高町教育委員会、富良野市教育委員会、伊達市噴火湾文化研究所、岩手県立博物館、厚真町富里自治

会、厚真町幌内自治会、 （有）沼田重機、 （株）佐藤組

青野友哉、赤井文人、赤石慎三、秋野茂樹、秋山洋二、阿部明義、天野哲也、荒井章一、新家水奈、石井淳、

石川朗、伊藤昭和、猪熊樹人、臼杵勲、右代啓視、宇田川洋、上屋真一、大沼忠春、岡田路明、長田佳宏、荻野

幸男、影浦覚、柏木大延、加藤忠、加藤博文、川内谷修、川上淳、菅野修宏、菊池俊彦、北沢実、工藤研治、

熊谷仁志、熊木俊朗、栗橋和範、栗橋初江、越田賢一郎、小山卓臣、斉藤大朋、笹田朋孝、佐藤一夫、佐藤剛、

佐藤幸雄、澤田健、芝田直人、杉浦重信、鈴木将太、鈴木琢也、鈴木宏行、鈴木信、仙庭伸久、高橋和樹、田口

尚、竹内渉、武永真、田才雅彦、田中哲朗、種市幸生、田村俊之、千葉英一、鶴丸俊明、土肥研晶、豊田宏良、

中田裕香、長沼孝、長町章弘、西田茂、西脇対名夫、畑宏明、福井淳一、藤井誠二、藤原秀樹、本田優子、松

田淳子、松田宏介、松田猛、松本建速、丸山浩二、三浦正人、蓑島栄紀、宗像公司、森岡健治、福田裕二、藪中

剛司、山田央、山田哲、山田悟郎、山原敏朗、山本文男、吉田正明。
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凡例

1.本書の遺構・遺物等について下記の略号を用いた。なお、層位がこれらの略号に付加している。

〔遺構〕 住居跡: H 住居内の上･ツト : PT 住居の柱穴:HP 住居様遺構:PX 土坑: P 土坑墓:G

Tピット :TP 溝状遺構: 111 焼土: F 灰集中: AS 杭穴: KP

〔遺物〕 土器: P 擦文土器: SP 続縄文土器: ZP 縄文土器: JP 土製品:CP 剥片石器: FT

礫石器: ST フレイク ・ﾁｯﾌﾟ :FC 礫: S石製品: STP 鉄製品: IP 銅製品:BP

炭化種子: SD 獣骨: B

〔遺物等集中〕 土器片集中: PB 礫集中: SB 獣骨集中: BB フレイク・チップ集中: FCB

2．地層等について下記の略号を用いた。

〔堆積土〕 樽前a砂質降下火山灰: Ta-a 駒ケ岳c2砂質降下火山灰: Ko-c2樽前b降下軽石:Ta-b

有珠b降下火山灰:[sb 白頭山一苫小牧火山灰: B-Tm 樽前c砂質降下軽石:Ta-c

樽前dl細礫質降下スコリア:Tadl 樽前d2中礫質降下軽石:Tad2.p恵庭岳a降下軽石:En-a

黄褐色粘土質シルト （いわゆるローム) : L 撹乱: KR

〔色調〕 小山・竹原編著(1994) 『新版標準土色帳』に従った。

〔注記〕 土居注記は下記の略号を用いて、左側より混合比率のlll頁列をつけている。また、混入土については

（）内に粒径（単位: mm) 、状態を記載した。

混入士の比率

A+B :AとBが同量比混じる A-B:Aを主体にBが多量に混じる

A=B :Aを主体にBが少量 A=B:Aを主体にBが微量

の ：粒径（単位･mm) 1 :以下 （状態) :斑状に混じる．均一に混じる

〔層位〕 標準堆積層はローマ数字を用い、遺構覆土や風倒木撹乱などの二次的に堆積したものにはアラビア

数字を用いた。また、一覧表中には下記の|略号を用いている。

［ ：上位 l1 ：中位 L :下位

〔焼土〕 被熱による土壌赤色化の度合い等の表現に以下のトーンを用いた。

○;鱸燃焼面純”○:付縦鵠"蝿Ⅲ○:焼土"Ⅲ
C…” O:"啼岱布馳”④:霞化物集中櫛“

3．挿図は基本的に次のように縮尺を統一したが、異なるものについては図中スケールに縮尺を明記している。

遺構周辺図： 1/80､ l/60,1/40 住居跡: 1/40 住居跡に付属する柱穴その他の士坑: 1/20

ⅡI層士坑: 1/20 V層土坑: 1/40 焼土･灰集中: l/20 集中遺物出土状態: 1/10または1/20

土器実測図: l/3またはl/4 土器拓影図: l/3 剥片石器実測図: 1/2 礫石器実測図: 1/3またはl/4

金属製品l/2またはl/3

4．遺構実測図中に以下の線種・ トーンを用いている。

〔線種〕 －－－－－－ ：オーバーハング一一一： トレンチ－－－．－：撹乱・ トレンチによる遺構推定

〔柱穴〕 平地式住居跡柱穴の断面図において、 しまりの強い壁面に斜線を用いている。

〔断面〕 畷溺：柱穴の確面周辺が強くしまる部分
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5．土器.石器･金属製品の挿図および写真図版の番号に後続する枝番号は同一個体表記である。また、写真図版中の

「●」は実測図掲載遺物である。

6．遺物実測図中に以下の略号を用いている。

礫石器擦り痕・滑沢面〔断面] V V:たたき痕 : 剥片石器微細兼'l"/

〔平面〕「:滑沢面範囲 「一被熱による赤色化/付着物範囲
一覧表中の石材については、奈良および乾が肉眼観察で分類し、下記の略号を用いた

ては砂岩に、緑泥片岩は緑色泥岩に含めている。また、頁岩・泥岩の分類については、

破断面等の肉眼観察のによるものである。

覧表中の石材については、奈良および乾が肉眼観察で分類し、下記の略号を用いた。ただし凝灰質砂岩につい

は砂岩に、緑泥片岩は緑色泥岩に含めている。また、頁岩・泥岩の分類については、粒度による基準ではなく、

7

メノウ Aga-Sh． ： メノウ質頁岩 Amp． ：角閃岩 And. :安山岩 Bl-Sch. :青色片岩

チャート Col'. :礫岩 Dio. :閃緑岩 Gni. :片麻岩 Gra. :花崗岩 Gr-Mud. :緑色泥岩
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Che

Mud

Sch

頁岩砂岩珪岩石英片岩
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Sh石英 Qu-Sch黒曜石
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第I章調査の概要

第I章調査の概要

第1節調査要項と体制

1．調査要項

事業名：国営土地改良事業勇払東部（二期）地区厚幌導水路建設用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者：国士交通省北海道開発局室藺開発建設部

受託者：厚真町教育委員会

調査遺跡：厚幌1遺跡(J-13-25)、北海道勇払郡厚真町字幌内487-1、調査面積1,098I'f

（うち371㎡は工事立会）

幌内7遺跡(J-13-103)、北海道勇払郡厚真町字幌内949-1･7、調査面積952nf

受託期間：平成20年4月1日～平成21年3月31日

平成21年4月1日～平成22年3月31日 （報告書刊行・発送業務）

2．調査体制

以下の調査体制は厚幌1遺跡および幌内7遺跡に共通する。

厚真町教育委員会教育長兵頭利彦

生涯学習課社会教育グループ

参事佐藤照美 主査森田正樹 学芸員乾哲也（調査担当者）

嘱託職員奈良智法（調査担当者） ・山田和史（調査補助員） ・大塩裕子（事務員）

臨時職員海津孝之（測量技能作業員及び写図工） ・中田鐘太郎（整備技能作業員）

他発掘作業員 12名 整理作業員8名 （乾）

第2節調査に至る経緯

1．国営土地改良事業勇払東部（二期）地区厚幌導水路建設事業

町内を縦貫する厚真川中下流域には約3,000ha以上もの水田、畑作地帯が広る胆振日高管内随

一の穀倉地帯で、農業が厚真町の基幹産業となっている。これらの水田は流域沿いの沖積低地に

形成されているため厚真川の洪水による冠水被害が生じている。 さらに近年では一部の地域で農

業用水が不足する事態も発生しており営農に深刻な影響が及んでいる。このため洪水調整や農業

用水確保などを兼ね備えた多目的ダム「厚幌ダム」建設工事が平成14年度より着工された。

本遺跡の発掘調査原因となった国営土地改良事業勇払東部（二期）地区厚幌導水路建設事業

は国士交通省北海道開発局室藺開発建設部が進める農業農村整備事業である。北海道で事業を進

めている厚幌ダム建設事業と連動し、平成7（1995）年に北海道と厚真町との間で締結された「厚

真川総合開発事業厚幌ダム建設工事に関する基本協定」に含まれ、厚幌ダムから安定的かつ効率

的な農業用水の供給を目的として地下埋設の大口径パイプライン方式の農業用導水管である。導

水管の直径は最大で2.2mあり、幌内地区厚幌ダムから厚真町南部の鯉沼地区までの総延長は約

24.5kmに達し、埋設施工のため最大で上幅約17.5mの掘削幅が発生する。導水管方式は、厚幌ダ

ムから高低差を利用し、経営体育成整備事業により大規模化した水田の代かき期間の短縮化及び

深水かんがい対応等を行うために採用された方式である。 自然流下を維持するために丘陵部の高

I
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墾堂ﾑﾑ幽重昌塾璽召

、

'

図1-1 厚幌導水路計画路線図（全線）

地に分水施設を設置する必要性があり、沖積低地と丘陵部にまたがる計画路線となっている。ま

た、計画路線は維持管理を考慮し、道路および耕地境界を選択し、かつ最短距離で送水する設計

となっている。このため段丘縁辺部等に立地する埋蔵文化財包蔵地を避けることが不可能に近い

部分が生じている。また、これと同時に支線用水路の整備も進め、地域用水機能の維持、増進も

図り、厚幌ダム建設と連動した総合的な灌概事業となっている。本格着工は平成18年より開始さ

れ、これに伴う埋蔵文化財発掘調査は平成19年度から着手し、富里地区ニタップナイ遺跡で行わ

れた（厚真町教育委員会2009b)。

2
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2．厚幌導水路建設事業に係る所在確認調査と試掘調査

厚幌導水路建設工事に伴う発掘調査は、前述の厚幌ダム建設事業の本格化を踏まえ、平成15

年10月に国土交通省北海道開発局室藺開発建設部(以下､室開建)より厚真町教育委員会(以下、

町教委）経由で北海道教育委員会（以下、道教委）宛に「埋蔵文化財保護のための事前協議書」

（室建企第73号平成15年10月15日付）が提出されたことに始まる。

協議を進めるにあたり、所在確認調査は道教委で実施し、事務連絡調整等については担当部署

の室開建胆振東部農業開発事業所（以下、開発事業所） と町教委で行うこととなった。 しかし、

室開建より幌内地区から富里地区にかけての3.2km区間について、早急な所在確認調査実施の要

望があり、この区間に限り町教委が実施した（平成15年12月10日付)。町教委は所在確認調査

報告書を道教委へ提出し、 4地点の「要試掘調査」の回答がされた（平成15年12月17日付け教

文第4779号)。平成19年度に発掘調査したニタップナイ遺跡（厚真町教育委員会2009b)や本書

所収の幌内7遺跡の新規登載の端緒となった。

導水路計画路線のほぼ全線の所在確認踏査は、平成17年4月に道教委によって実施され、 15

ケ所の「要試掘調査」が回答された（平成17年6月13日付教文第78号)。支線用水路の区間に

ついても平成16年11月29日付け室建企第95号で事前協議書が提出された。本線支線ともに施

工路線が確定次第、所在確認踏査や試掘調査が道教委によって行われ、これまでに試掘調査は10

回実施され、 14地点の要発掘調査・要工事立会が回答されている。このうち新規登載が9遺跡、

周知の遺跡が5遺跡で、要発掘調査面積は約10,000㎡、工事立会が約3,000㎡（平成21年11

月1日現在)となっている。 （乾）

第Ⅱ章厚真町の概要

第1節地理的環境

厚真町は石狩低地帯南部の東縁、北海道胆振支庁の東部に位置し、夕張山地南部から太平洋に

注ぐ二級河川厚真川水系に水田地帯が広がる、人口4，905人（平成21年11月30日現在）の農業

の町である。町域の総面積は404.56㎡で、流路52.3kmの二級河川厚真川流域を中心に広がり南

北32.5km、東西17．3kmと細長く、南部は約6.5kmにわたって太平洋に面し、勇払平野の東端に

位置している。全国においても、源流部から河口までの1河川流域で行政区域を有する自治体は

数少ない。北部は、夕張市や由仁町と接し、夕張山地南端域の標高200～600mの山地が続き、総

面積の約70％を山林が占めている。東には夕張山地から続く低い山地を挟んでむかわ町と接し、

北西には標高100m前後の山地性丘陵を挟んで安平町、西は厚真町域を含む苫小牧東部工業地帯

（以下、苫東地区）で苫小牧市と接している。厚真の語源は3説ほどあるが、最も有力な説とし

て「アットマム」 (at-to-mam「向こうの湿地帯｣）で、南部に広がる湿地帯に付けられたものが転

計上したと言われている（厚真村1956)。

町内は大きく4つの地区に分かれ、厚真川下流域の浜厚真・上厚真地区、中流域の厚真市街地周

辺、中流から上流域の幌内地区があり、むかわ町と接する入鹿別川流域の鹿沼地区がある。本節で

は厚幌1遺跡、幌内7遺跡が位置する厚真町北部の概略を述べる。なお、町内の概要については二

3
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タップナイ遺跡の調査報告書（厚真町教育委員会2009b)を参考とされたい。

北部の幌内地区は厚真川流域沿いの沖積地最奥部で、本流とシュルク川、幌内川の3河川の合流

点に市街地が形成され、厚真川の河口から約28.5km、厚真町中心市街地より北東に約llkllIの位置

にある。厚真川下流域、南部の太平洋岸地域とは異なり年間の寒暖差が大きい内陸性の気候でもあ

る｡幌内市街地より下流側は厚真川流域に沖積低地が広がり左岸には河岸段丘が発達する中流域で、

市街地より上流側は新第三紀の堆積岩を基盤とする山地が続き、厚真川本流域、支流域には狭小な

河岸段丘が発達する谷状地形を呈する上流域である。この幌内市街地は厚真川の上流域と中流域の

結節地点であり、厚真川流路延長のおおよそ中間地点でもある。周辺の山地は標高400m以上の頂

部は少ないが、小河川の浸食により比較的急峻な山稜を呈している。厚真川は夕張市、由仁町との

1市2町の境界線付近、標高500m付近の夕張山地南域が源流部となっている。 （乾）

第2節歴史的環境

1．埋蔵文化財包蔵地の概要

厚真町内には平成21年4月1日現在で109ケ所の埋蔵文化財包蔵地が確認されており､後期旧石

器時代から近世アイヌ文化期にいたるまである（図Ⅱ－2表Ⅱ-1.2)。遺跡の分布傾向として、開発

行為の多寡に左右されるが、南部の苫東地区や厚真川下流域左岸から入鹿別川流域右岸にかけての

仮称厚和台地や仮称鯉沼台地、厚真川中流域の支流河川沿い、北部の高丘地区および幌内地区にや

や集中する傾向がある。遺跡の立地は、南部において湿地と隣接する台地縁辺部や湧水地付近、中

部では厚真川沿いや小河川との合流点付近の河岸段丘縁辺部に多い｡北部の山間部では､頗美宇(は

びう）川流域の高丘地区や厚幌ダム水没地域内に多く分布する。 これらは安平町安平地区や夕張市

滝之上地区、むかわ町穂別・豊田地区に抜ける山越えのルート上の遺跡と考えられる。

時期的には、町内で最も古いものとして上幌内モイ遺跡で札滑型細石刃核を伴う石器集中が1ヶ

所検出されており、 AMS法炭素年代測定の結果、補正年代3点の平均で14,591.69 60yrB.P.が得

られている（厚真町教育委員会2006a)。縄文時代の最も古いものでは豊沢4遺跡の試掘調査で早期

前半の物見台系貝殻文土器片1点が出土し、時期が下って浜厚真3遺跡で東釧路Ⅱ式土器がややま

とまって出土している（道埋文2003)。遺跡数の増加や規模の拡大は縄文時代前期前半の縄文尖底

土器群の時期と考えられ、多量の被熱礫や哺乳網の焼骨片が出土する遺跡が厚真町南部から北部に

至るまで多数確認されている。これ以降､漸移的に遺跡数が増加し、中期末葉から後期初頭の北筒・

余市式期の遺跡数でピークを迎える。縄文時代後期中葉から後葉にかけての遺跡数が激減し、晩期

前葉以降、続縄文文化期に再び増加し、擦文文化期前期は遺跡数が再び減少する傾向にある。この

様な各時期における遺跡数の偏りは苫小牧市における傾向と概ね一致している。苫小牧市との差異

として擦文文化期中期から中世アイヌ文化期にかけてはやや遺跡数が増加する傾向がある。

2．町内における埋蔵文化財調査の概要

町内における埋蔵文化財の調査・研究の始まりは、大正5年、現在の朝日遺跡と思われる地点か

ら出土した縄文土器を教材として学校に保管する許可書が発行されたことである（厚真村郷士研究

会1956)。以後現在まで大きく3期に分けることが可能で、概要のみを記す。

第1期は昭和20年代後半から40年代中頃にかけての厚真村（町）郷土研究会による資料収集、

調査研究が活発に行われ、昭和31年には「厚真村古代史』 （厚真村郷士研究会1956)が刊行されて

4



第Ⅱ章厚真町の概要

いる。現在の埋蔵文化財保護の基礎資料である「埋蔵文化財包蔵地カード」にも研究会の記載が多

く、その功績は多大なものである。活動の中心的存在で、長く会長を務めていた故亀井喜久太郎氏

は厚真村長にも就任しており、現在、厚真町の名誉町民として町民からも功績が讃えられている。

第2期は昭和48年から54年にかけて苫小牧市埋蔵文化財調査センターによって苫小牧東部工業

地帯の開発に伴う大規模な試掘調査、発掘調査が行われた。厚真町域にかかるもので新規登載14

遺跡、調査着手ll遺跡があり、縄文時代早期～擦文文化期までの資料が得られている（苫小牧市教

育委員会1986.1987･1990.1992)。厚真1遺跡では、この地域で初めてのTピットが確認され、縄文

時代中期中葉の｢厚真1式土器｣(赤石1999)の標識遺跡ともなっている(苫小牧市教育委員会1986)。

共和遺跡では苫東地区内で唯一の擦文文化期前期の竪穴式住居跡2軒が調査されている（苫小牧市

教育委員会1987)｡整理･報告後の出土遺物等は平成13年度に厚真町教育委員会へ返却されている。

なお、昭和54年9月に北海道教育委員会による「埋蔵文化財包蔵地資料整備の一般分布調査」が

行われ、 52遺跡の包蔵地カードが作成された。

第3期は平成10年以降、民間の開発事業に伴う試掘調査や工事立会調査が増加した（厚真町教育

委員会2001a･b､2005,2006b､2008)。平成14年以降は厚幌ダム建設事業、平成19年からの厚幌導水

路建設事業等の大型公共事業に伴う発掘調査が進められ､約50，000㎡の調査終了面積となっている

（北海道埋蔵文化財センター2003､厚真町教育委員会2004,2006a､2007,2009a．b)。

これらの大規模開発に伴う埋蔵文化財発掘調査は、平成27年度まで継続される予定である。

3．歴史時代

厚真周辺の記録として、 1643(寛永20)年に編蟇された北海道最古の文書とされる『新羅之記録」

（松前1643）によると、 「松前以東は陳川西は與依地迄人間往古する事、右大将頼朝卿進発して奥

州の泰衡を追討し御ひし節、糠部津軽より人多く此国に逃げ渡って居住す｡」 とあり12世紀末葉に

は東北北部の和人が厚真周辺域まで進出していたことが伺われる。

厚真町とほぼ特定できる最初の記述は、 1692 (元禄5)年に書かれた『蝦夷記』 （野澤1692)でシ

ヤクシヤインの戦い(1669．寛文9年）に関連して「於多久見具印住虚阿津摩ニテ討取ル」 という

ものである。関連するものとして厚真町中部に位置する桜丘チヤシ跡が想定されていたが、平成21

年度のトレンチ調査により樽前bテフラより1～2cm程度黒色士を被覆することが判明し、より古

い時期の中世アイヌ文化期のチャシ跡であることが判明している。この時期の遺跡は厚真川中上流

域の厚幌ダム建設や厚幌導水路建設関連の発掘調査において多数の遺構遺物が検出されており、今

後も増加するものと思われる。

これ以降の記録としては、 1700年の『松前家臣支配所持名前帳』には烏屋支配所として｢志古津

ノ阿津満｣と記され、 2ヶ所の麿打場が設けられている。シヤクシヤインの戦いに係わる「津軽一統

志」 （相坂兵右衛門1731)の調査報告の中で、 「あつまへつ～川有、戸田義兵衛商場」 と記されて

いるが、産物や周辺のコタンについてなどの記述は見られない。 1739年頃に成立した『蝦夷商寶聞

書』には義経伝説を交えた記述の中に「右之山奥ニアツマト申所二城跡卜申而松柏之古木沢山二繁

リテアリ～」や1785年の「三国通覧図説蝦夷国全図」に「アヅマ」と記載があり、注記に「鬼ヒン

ノ出処」 と記されている（林子平1785)。また、寛政から文化年間(18世紀末～19世紀初）の『東

蝦夷地道中記』 (1791)や『蝦夷記行』 （谷元旦1799)、 『拾遺北日本地図全図蝦夷地出産交通略図』

などの紀行文や古地図に僅かな記述にすぎず、 1800年に八王子千人同心等、数名の和人が浜厚真に

ゴ
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移り住むが定住することはない。近世アツマ場所や明治期の産物としては干鮭や椎茸、シナ縄、鹿

皮が挙げられているが、詳細な記述はない。以降の紀行文や測量日誌にも記されるが、交通路であ

った勇払と鵡川間の厚真川河口周辺の簡単な記述に留まっている。本町の和人定住者としては、明

治3(1870)年に新潟県人の青木与八が厚真川河口に渡船場を開業したことが始めとされている（厚

真村1956)。

内陸部まで詳述したものは、松浦武四郎による『戊午安都麻日誌」 （松浦･吉田1962、松浦･秋葉

他1985）で、 1857 (安政5)年6月に苫小牧市勇払から厚真川河口を経てトンニカ（現富里）にて

2泊している。蝦夷地探検の6回目で、町内には6ケ所のコタンが記録されている。この中で比較

的規模の大きいコタンでは、粟、稗、隠元、蕪などの畑作が盛んに行われているが、直前に雲った

厚真川の洪水によって、畑地のほとんどが流されていることも記され、かつてより氾濫の多い河川

であったことが伺える。宿泊したトンニカコタンのイカシユ（乙名板蔵）の家中について「西同所

の土人等とは大に違ひ、凡行器の三十も有、耳盟のセツ八ツ、筐の弐ツ計、蝦夷太刀の二十五六振

も懸、また此余短刀の七八本も有るよし語りけるなり。」 （松浦･秋葉他1985) とあり漆器や刀剣類

の宝物が多く、その裕福さに驚いている。この他、猟犬としての北海道犬厚真系の活躍についても

記述している（松浦･吉田1062)。上流部に関しては聞き取りによる記述で、 3穴の吊耳鉄鍋の残置

伝承があるカニシユウ（現幌内･一里沢遺跡）も記述されている。

苫小牧駒澤大学蓑島栄紀氏は、これらの松浦武四郎の記録から古交通路について論じており、 ト

ニカコタンの記述や上流の上幌内モイ遺跡の搬入系遺物の出土量から鵡川水系や夕張水系への内陸

交通ルートの存在についても述べている（蓑島2005)。

これらの記録以前のアイヌ文化期については、厚幌ダム建設に係わる発掘調査で確認された厚幌

1遺跡（厚真町教育委員会2004)、上幌内モイ遺跡（厚真町教育委員会2007a･2009a)、オニキシベ

2遺跡の他、試掘調査でも上幌内2遺跡、一里沢遺跡がある。この他平成19年度に厚幌導水路建設

事業関連の発掘調査で発見されたニタップナイ遺跡（厚真町教育委員会2009b)や本書の幌内7遺

跡、平成21年度発掘調査の富里2遺跡がある。さらに、試掘調査で層位的確認がされた新町遺跡の

ほか、厚和1遺跡、幌内5遺跡では近世アイヌ墓が単独で発見されている。近年、発掘調査によっ

てアイヌ文化期の遺跡が新たに発見されており、今後も資料の増加が期待される。

明治維新後、廃藩置県までは高知藩所管の時代があり、 1873 (明治6)年以降に開拓使苫小牧出

張所や勇払郡役所の所管となる。現在の厚真町が行政単位として独立したのは1897(明治30)年4

月1日に苫小牧外6ヶ村から分離独立し、厚真村戸長役場が現桜丘地区の專厚寺境内に設置された

ことによる。

内陸部の和人開拓は明治20年代からで、ほぼ同時期に手掘りによる石油掘削も始められた。明治

21年には開拓使から農事指導員が派遣され西老軽舞（現吉野地区）へ集住させられたアイヌ民族へ

の勧農政策も実施されている。 1892 (明治25)年には鉄道室藺線が開通し、近隣である厚真の内陸

部も開拓移住者が増加した｡これらは明治19年の国有未開地の開放によって北海道開拓の促進を図

る「北海道土地払下規則」が制定されたことにもよる。以後、開拓移住者の増加が続き農業の町厚

真町の礎が確立されていく。 （乾）
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図Ⅱ－1厚真町内遺跡分布図（平成21年4ﾉ] l日現住）
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遣跡一覧表(1)

8

登載
番号
種別 名 称 時 代 等 文献等

1 遺物包含地 上厚真遺跡 縄文中～後期･続縄文･擦文 l.魚形石器出士？．
2 遺物包含地 軽舞遺跡 縄文中期･続縄文 1

3 遺物包含地 朝日遺跡
縄文後～晩期･続縄文･擦文、 （文献1:振老一近悦
府近郊)･晩期土偶

1.2.3.土偶出土．

4 遺物包含地 幌里1遺跡 縄文中．晩期･続縄文(文献l:仁達幌） 1

5 遺物包含地 新町遺跡 縄文中期･続縄文･擦文･アイヌ(文献1:上振内） 1

6 遺物包含地 高丘1遺跡 縄文中期･続縄文
7 遺物包含地 幌内1遺跡 縄文中期･続縄文(文献l:幌内） 1

8 集落跡 共和遺跡 縄文晩期･擦文 1．4

9 遺物包含地 浜厚真遺跡 縄文？
10 溝穴遺構 厚真10遺跡 縄文中･晩期 5

11 遺物包含地 厚真11遺跡 縄文晩期
12 遺物包含地 豊沢1遺跡 擦文(文献1:当麻内） 1

13 遺物包含地 東和遺跡 縄文中期･続縄文(文献1:東老軽舞） 1

14 集落跡 オニキシベ1遺跡 縄文中～後期･アイヌ?(旧幌内2遺跡） 1.ダム要発掘．
15 遺物包含地 高丘3遺跡 縄文中期 1

16 チャシ跡 桜丘チャシ跡 アイヌ､丘先式 6.7

17 遺物包含地 桜丘1遺跡 縄文晩期
18 遺物包含地 高丘2遺跡 縄文？
19 遺物包含地 高丘10遺跡 縄文？
20 集落跡 厚真1遺跡 縄文中期 5

21 溝穴遺構 厚真2遺跡 縄文中期？ 5

22 溝穴遺構 厚真3遺跡 縄文早・中～晩期･続縄文 8

23 集落跡 厚真4遺跡 縄文
24 遺物包含地 厚真5遺跡 縄文前～晩期･続縄文･擦文 9

25 集落跡 厚幌1遺跡 縄文早～後期･中世アイヌ 10.本報告
26 集落跡 厚真7遺跡 縄文早・中～晩期･続縄文･擦文 4

27 集落跡 厚真8遺跡 縄文中～晩期 5

28 遺物包含地 美里2遺跡 縄文早・中期･アイヌ？
29 墳墓 厚真12遺跡 縄文中．晩期･擦文 8

30 遺物包含地 上幌内1遺跡 縄文中期(旧幌内3遺跡）
31 遺物包含地 高丘4遺跡 縄文
32 遺物包含地 高丘5遺跡 縄文？
33 遺物包含地 高丘6遺跡 縄文？

34 遺物包含地 高丘7遺跡 縄文？
35 遺物包含地 高丘8遺跡 縄文？

36 遺物包含地 高丘9遺跡 続縄文
37 遺物包含地 富里1遺跡 縄文前～晩期(文献l:楢山） l.導水路支線要発掘．
38 遺物包含地 幌内4遺跡 縄文中期？
39 遺物包含地 チコマナイ遺跡 縄文？ 導水路要立会．
40 遺物包含地 幌里2遺跡 縄文中期
41 遺物包含地 本郷1遺跡 縄文中･晩期
42 遺物包含地 本郷2遺跡 縄文後期
43 遺物包含地 宇隆1遺跡 縄文･擦文･中世アイヌ 中世陶器出土．
44 遺物包含地 宇隆2遺跡 続縄文
45 遺物包含地 美里1遺跡 縄文中期(文献l:振内） 1

46 遺物包含地 豊沢2遺跡 擦文

47 遺物包含地 豊沢3遺跡 続縄文
48 遺物包含地 鯉沼1遺跡 縄文 1

49 遺物包含地 鹿沼2遺跡 縄文中期 11

50 遺物包含地 鹿沼1遺跡 縄文 1l

51 遺物包含地 厚和1遺跡 縄文中期･近世アイヌ(文献l:周文） 1.2.7

52 遺物包含地 鹿沼3遺跡 縄文中･晩期
53 溝穴遺構 厚真13遺跡 縄文早～中｡晩期･続縄文･擦文 12

54 遺物包含地 本郷3遺跡 縄文？

55 遺物包含地 高丘11遺跡 縄文晩期

56 遺物包含地 高丘12遺跡 縄文

57 墳墓 幌内5遺跡 縄文前期･近世アイヌ 導水路要発掘

58 溝穴遺構 豐沢4遺跡 縄文早・中～後期
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表Ⅱ－2厚真町内遺跡一覧表(2)

l:厚真町郷土研究会1956『厚真村古代史』2:亀井喜久太郎1957 「厚真出土の土偶」 『先史時代』33:北海道大学付属図書館HP
北方資料データベース4:苫小牧市教育委員会1987『苫小牧東部工業地帯の遺跡群Ⅱ』5:苫小牧市教育委員会1986『苫小牧東部工
業地帯の遺跡群I｣6:亀井喜久太郎・池田実1976『厚真の旧地名を尋ねて』7:亀井喜久太郎・池田実1978『続厚真の旧地名を尋ね
て』8:苫小牧市教育委員会1990『苫小牧東部工業地帯の遺跡群Ⅲ』9:苫小牧市教育委員会1974『苫小牧市東部工業地帯内埋蔵文
化財分布調査報告書』10:厚真町教育委員会2004『厚幌l遺跡』11:鵡川町教育委員会1977『鵡川町遺跡分布調査報告』12:苫小
牧市教育委員会1992『苫小牧東部工業地帯の遺跡群Ⅳ』13:厚真町教育委員会2001『鯉沼2遺跡』14:厚真町教育委員会2001
『豊川l遺跡』15:(財）北海道埋蔵文化財センター2003『厚真町浜厚真3遺跡』16:厚真町教育委員会2006a『上幌内モイ遺跡(1)』
17:厚真町教育委員会2007『上幌内モイ遺跡(2)｣18:蓑島栄紀「松浦武四郎の旅程から見た胆振東部・日高西部の古交通路」 『前近
代アイヌ民族における交通路の研究（胆振・日高I)｣19:松浦武四郎（高倉新一郎校訂・秋葉実解読)1985『戌午東西蝦夷山川地理
取調日誌』中20:厚真町教育委員会2005『鯉沼3遺跡』21:厚真町教育委員会2006『鯉沼3遺跡(2)｣22:厚真町教育委員会2009
『ニタツプナイ遺跡(1)』23:厚真町教育委員会2009『上幌内モイ遺跡(3)』24:厚真町教育委員会2008『鯉沼3遺跡(3)』

，

登載

番号
種別 名 称 時 代 等 文献等

59 遺物包含地 厚和2遺跡 縄文中期

60 遺物包含地 厚和3遺跡 縄文後期

61 遺物包含地 厚和4遺跡 縄文中期

62 遺物包含地 鹿沼4遺跡 縄文
63 遺物包含地 厚和5遺跡 縄文

64 遺物包含地 新町2遺跡 縄文中･後期
65 遺物包含地 鹿沼5遺跡 縄文後期
66 遺物包含地 厚和6遺跡 縄文前期
67 遺物包含地 浜厚真2遺跡 縄文早期
68 溝穴遺構 鯉沼2遺跡 縄文中期 13

69 遺物包含地 豊丘遺跡 縄文前･中期
70 集落跡 厚和7遺跡 縄文後期
71 集落跡 豊川1遺跡 縄文前･後～晩期 14

72 溝穴遺構 浜厚真3遺跡 縄文早・後期､極めて多数のTピット群 15

73 遺物包含地 ニタッポロ沢遺跡 縄文後．晩期
74 遺物包含地 幌里神社遺跡 縄文早・後期
75 溝穴遺構 入鹿別沼遺跡 縄文
76 溝穴遺構 幌里3遺跡 縄文
77 集落跡 オニキシベ2遺跡 縄文中～後期･続縄文･擦文･中世アイヌ ダム発掘済．
78 遺物包含地 オニキシベ3遺跡 縄文後期 ダム要発掘．
79 集落跡 上幌内モイ遺跡 旧石器･縄文早・中～後期･続縄文･擦文･中近世アイヌ 16．17．18･23.

ダム発掘済．
80 遺物包含地 一里沢遺跡 縄文前～中期･アイヌ 6．7．19．ダム要発掘

81 集落跡 ショロマ1遺跡 縄文前･後期 ダム要発掘
82 遺物包含地 東ニタッポロ1遺跡 縄文中･晩期
83 遺物包含地 東ニタッポロ2遺跡 縄文中･晩期
84 遺物包含地 浜厚真4遺跡 縄文中期
85 集落跡 鯉沼3遺跡 縄文前～後期 20．21．24

86 遺物包含地 鯉沼4遺跡 縄文
87 遺物包含地 ｲｸバンドユクチセ遺跡 縄文後期､厚真川最上流域の遺跡
88 遺物包含地 厚幌2遺跡 縄文前期 導水路要発掘．
89 遺物包含地 オニキシベ4遺跡 縄文 ダム要発掘．
90 遺物包含地 オニキシベ5遺跡 縄文中期 ダム要発掘．
91 溝穴遺構 上幌内2遺跡 縄文･アイヌ ダム要発掘．
92 遺物包含地 ショロマ2遺跡 縄文前･中期 ダム要発掘．
93 溝穴遺構 幌里4遺跡 縄文
94 集落跡 厚和8遺跡 縄文中～後期
95 遺物包含地 厚和9遺跡 縄文中期
96 遺物包含地 鹿沼6遺跡 縄文
97 遺物包含地 豊川2遺跡 続縄文･擦文
98 遺物包含地 幌内6遺跡 縄文後期 導水路要発掘
99 溝穴遺構 鹿沼7遺跡 縄文早～晩期､前期盛土遺構
100 チャシ跡 ヲチャラセナイチヤシ跡 中世アイヌ(丘先式） ダム要発掘
101 集落跡 ｦチャラセナイ遺跡 縄文早～後期･続縄文･擦文･中世アイヌ期 ダム要発掘．
102 遺物包含地 吉野1遺跡 縄文中･晩期
3 集落跡 幌内7遺跡 縄文早～晩期･続縄文･擦文･中世アイヌ 本報告．
104 集落跡

一
一タップナイ遺跡 縄文前～晩期･続縄文･擦文･近世アイヌ 22.導水路調査済

105 遺物包含地 宇隆3遺跡 縄文中期
106 遺物包含地 富里2遺跡 縄文後･晩期･近世アイヌ 導水路要発掘．
107 遺物包含地 オコッコ1遺跡 縄文前～後期･擦文､前期盛土遺構 導水路要発掘．
108 遺物包含地 軽舞2遺跡 縄文前期･続縄文
109 遺物包含地 豊沢5遺跡 縄文後期 導水路要発掘



第1部調査の概要

第Ⅲ章出土遺物の分類

第1節土器

縄文時代早期から擦文文化期までの土器をローマ数字に群別し、アルファベットで時期や系統、

器種に細分した。

第1群士器縄文時代早期に属する土器群

A類貝殻条痕文土器

B類早期後半の東釧路式士器群絡条体圧痕文、組

紐圧痕文などを施すもの

B1類東釧路Ⅱ式に相当するもの

B2類東釧路Ⅲ式、コッタロ式に相当するもの

B3類中茶路式に相当するもの

B4類東釧路Ⅳ式に相当するもの

第Ⅱ群土器縄文時代前期に属する土器群

A類縄文丸底・尖底土器群

Al類美沢3式、綱文式に相当するもの

A2類 トビノ式、静内中野式に相当するもの

A2類a：胎土に滑石を含むもの

A2類b:胎土に繊維を多量に含み厚手で脆い

B類円筒下層式系土器群

Bl類円筒下層a式ないしb式、虎杖浜2式に

相当するもの

B2類円筒下層c式ないしはd式、植苗式、大麻

V式に相当するもの

第Ⅲ群土器縄文時代中期に属する土器群

A類中期前半の円筒上層式土器群

A1類円筒上層a式またはb式に相当するもの

A2類円筒上層c式またはd式、厚真1式に相

当するもの

B類中期後半から末葉の土器群

B1類萩ケ岡1･2式、天神山式に相当するもの

B2類柏木川式に相当するもの

B3類a ：北筒式に相当するもの

B3類b :煉瓦台式に相当するもの

第Ⅳ群土器縄文時代後期に属する土器群

A類後期初頭の土器群

円形刺突文の有無に関わらず、貼付帯や地文縄文が

多段の羽状構成の土器

Al類a：古手の余市式

Al類b: IVAl土器に並存する沈線文系土器の非在

地系土器

A2類新しい段階の余市式、タプコプ式の古手

階段状の器表面や斜め下方からの刺突文

や縄端圧痕文が施される土器

B類後期前葉の士器群

B1類新手のタプコプ式、縦位の棒状貼付帯縄線

文や地文縄文のみが施されるもの

B2類手稲砂山式に相当するもの

B3類入江式、大津式、 白坂3式に相当するもの

c類後期中葉の士器群

Cl類ウサクマイC式に相当するもの

C2類手稲式に相当するもの

C3類鮖澗式に相当するもの

D類後期後葉の士器群

Dl類堂林式、御殿山式に相当するもの

第V群土器縄文時代晩期に属する士器群

A類晩期前葉の土器群

Al類爪形文や刺突文を施すもの

A2類大洞B･BC式に相当するもの

B類晩期中葉の土器群

B2類縄線文や円弧文を施すもの美々3式､ママ

チ1 ．Ⅱ群に相当するもの

B2類大洞C1･C2式に相当するもの

c類晩期後葉の土器群

Cl類ママチⅢ．Ⅳ･V群に相当するもの

C2類大洞A･Aー式に相当するもの

第Ⅵ群土器続縄文文化期に属する士器群

A類初頭から前葉の士器群

Al類砂沢式･二枚橋式に並存する在地の土器

A1類a:札幌市H37遺跡丘珠空港地点相当のもの

A1類b:いわゆる汐見式相当。縄線文が施され、

地文に帯縄文発達以前の士器

A2類砂沢式・二枚橋式に並存する搬入系土器

A2類a：砂沢式系土器

A2類b:二枚橋式系土器

B類恵山式系土器

10



第Ⅲ章出土遺物の分類

B1類アヨロ2類土器相当の土器

Bl類a：アヨロ2類a相当の土器

B1類b:アヨロ2類b相当の土器

B2類アヨロ3類相当の土器

c類後北式系士器

Cl類江別太1～3式土器

C2類後北B式土器 C3類後北Cl式土器

C4類後北C2~D式土器

D類宇津内・下田ノ沢式系士器

Dl類宇津内Ⅱa式土器

D2類宇津内Ⅱb式土器

E類後半期の弥生式土器

E類天王山・赤穴式系土器

F類北大式系土器

F1類北大I式土器

F2類北大Ⅱ式土器

第Ⅶ群土器擦文文化期に属する土器群

A類初頭に位置付けられるもので､十勝茂寄式およ

び北大Ⅲ式相当

B類甕形

Bl類擦文「前期」に相当するもの

主に胴部上半に横走沈線のみを施す一群

Bl類a：軽い段により頚部を形成した無文も

しくは数条の横走沈線を廻らすもの

Bl類b:横走沈線を施すものもの

B2類擦文「中期」に相当するもの

主に口縁部文様帯が未形成もしくは単調な

刻みのみの一群

B2類a：横走沈線を地文とし、刻文を重ねる

もの

B2類b:刻文のみのもの

B2類c ：無文のもの

B3類擦文「後期」に相当するもの

主に口縁部文様帯を形成した一群

B3類a：横走沈線を地文とするもの

B3類b:綾杉文主体のもの

B3類c：斜位、あるいは縦位の沈線で鋸歯状

文、 「x」字状文等を施すもの

B3類d:胴部文様帯を3段以上に区画した上で

B3類a～cの文様要素を施したもの

B3類e：無文のもの

B3類f:口縁部文様帯に数条の沈線を廻らせ

たもの

c類坏形

Cl類台部を有さないもの

C2類平底の低い台部を有するもの

C3類平底の高台部を有するもの

C3類a：口縁部に沈線を有するもの

C3類b:体部に刻文を施すもの

C4類上げ底の高台部を有するもの

D類壺形

E類ロクロ成形土器

E1類甕形

E2類壺形

E3類鉢形

E3類a：軟質で内面黒色処理を施さないもの

E3類b:軟質で内面黒色処理を施すもの

E3類c：硬質で酸化炎焼成のもの

E3類d:硬質で還元炎焼成のもの

E4類坏形

（奈良）

第2節石器

石器の分類については、石器・製作技術・石材の関連性を考慮し、 3大別（剥片石器群、石斧

石器群､礫石器群)を基準として分類した。また、Ⅲ層の石器の器種分類は､上幌内モイ遺跡（1） ．

（2）の分類基準を踏襲し、適時対応させることとした。石製品等はその他とした。

Ⅲ層

火打石メノウ、チャート、石英（水晶）を石材と

し縁辺部等に微細剥離が観察できるもの。

滑沢面のある礫素材礫の形状を変えず、平滑な

面を有するもの。線状痕はほとんど観察できない。

線状痕のある礫肉眼観察において、明瞭な線状痕

があるもの。

〃



第1部調査の概要

V層剥片石器群

ポイント類

A石鍼：長軸4cm未満のもので、薄手に作られて

いるもの

1 細身・薄手のもの 2無茎のもの

3 明瞭な茎部をもつもの

4不明瞭な茎部をもつもの

B石槍：長軸4cm以上のもの

1 明瞭な茎部をもつもの

2 不明瞭な茎部をもつもの

C未製品・欠損品

B掻器

1 「ラウンド・スクレーパー」

2 「エンド・スクレーパー」

C削器

1 「サイド・スクレーパー」

2 「コンケーブ・スクレーパー」

3 「快入石器」

，欠損品

ピエス・エスキーユ

対向する縁辺に両極剥離による圧縮型の剥離痕が集

積するもの。または、両極剥離の特徴である剪断面

がみられるもの。

錐

剥片の一部に機能部を作出したもの

柄と機能部の区別が明瞭なもの

柄と機能部の区別が不明瞭なもの

柄と機能部の区別が不明瞭で棒状のもの

他石器からの転用と思われるもの

石
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

RF・UF

素材縁辺に対し、連続する加工痕が半分以下の範囲

にとどまるものを「RF｣、使用によると考えられる

連続した微細剥離痕を伴うものを「UF」 として分

類した。また、RFには定型石器の破片や未成品と

思われるもので、分類が困難なものも含めた。

ナイフ・スクレイパー類

Aつまみ付ナイフ

1 素材側縁のみに加工が施されるもの

2素材片面全体に加工が施されるもの

3素材両面全体に加工が施されるもの

4 明瞭な刃部の作出が認められないもの

石核

2単位以上の目的剥片が剥離されているもの

石斧石器群

石斧

A磨製石斧

B未製品1

石斧片

石斧石材で、敲打調整および使用時に剥離された

剥片と考えられるもので背面に敲打調整痕や研磨面

が残るもの。剥離面や自然面のみのものは「剥片」

として扱った。

剥離敲打により成品に近い形状まで

整形されたもの

自然面を残すが、擦り切り ・剥離・

敲打調整により素材礫形状が不明瞭

なもの

剥離・敲打調整が部分的に施され素

材礫の形状を大きく残すもの

C未製品2

石斧原材

石斧石材として利用される緑色泥岩・片岩などの石

材で、 自然礫もしくは、単一の剥離面からなるもの

D未製品3

〃



第Ⅲ章出土遺物の分類

礫石器群

たたき石

素材礫形状と敲打痕位置により分類した。また、敲

打痕が面的に観察されるもののうち、重量が1,700g

未満のものを対象とした。

I 平面形が縦長のもの

Ⅱ平面形が方形～不整形で幅広のもの

Ⅲ平面形が円～楕円形のもの

Ⅳ破片

A扁平のものB棒状または角柱状のもの

C球形のもの

[敲打位置］

1 平坦面2端部・側縁

3 1 ．2が並存するもの

石皿

設置による使用が考えられる大型のもので、素材の

平坦面に多方向の擦痕、滑沢面が観察されるもの。

または、台石と併用されるもののうち、擦痕・滑沢

面が主体のもの。

I 板状礫を使用したもの

Ⅱ転礫もしくはその破片を使用したもの

Ⅲ角柱状のもの

Ⅳ破片

台石

設置による使用が考えられる大型のもので、素材の

平坦面に敲打痕が観察されるもの。または、石Ⅲと

併用されるもののうち、敲打痕が主体のもの。

I 板状礫を使用したもの

Ⅱ転礫もしくはその破片を使用したもの

Ⅲ角柱状のもの

Ⅳ破片

すり石

I 断面三角形の礫の稜に擦り面があるもの

Ⅱ断面楕円形の稜の側縁に擦り面があるもの

Ⅲ扁平礫の側縁に擦り面があるもの

Ⅳ北海道式石冠

V破片 石鋸

加工痕のある礫

礫の一端に加工痕が観察されるもの。

I 転礫の一部に剥離痕が観察されるもの

Ⅱ礫の側縁に連続した剥離痕が観察されるもの

Ⅲ破片

砥石

同一方向の擦痕が明瞭に観察されるものを砥石とし

て扱い、使用面の位置により細分した。

I 板状礫を使用したもの

Ⅱ転礫もしくはその破片を使用したもの

Ⅲ角柱状のもの

Ⅳ破片

A片面 B両面

C対面しない2面もしくは3面以上

その他

石製品・軽石製品・棒状黒曜石原石

(山田）

〃





























































































































第Ⅳ章まとめ

第Ⅳ章まとめ

第1節総括

厚幌l遺跡は平成14．15年度に発掘調査が行なわれ報告書が刊行されている（厚真町教育委員会

2004)。平成20年度の発掘調査区は前回調査した地点の北側にあたり、より厚真川本流に近い緩斜

面に位置している。調査結果ではⅢ層から続縄文～擦文文化期に帰属するⅢF-08の1ケ所とⅢ

PB-01の1ケ所で殆ど検出されなかった。遺物は擦文土器229点、倒木痕の窪みから続縄文時代初

頭の土器が1個体出土している。V層からは竪穴式住居跡1軒のほかTピット8基検出しており、

縄文時代後期初頭には生活の場として、縄文時代中期～後期にかけて狩猟場として利用されていた

ことがわかる。遺物は縄文時代前期から晩期にかけての土器が686点出土するほか、礫やフレイク

チツプなど合わせて8,307点の遺物が出土している。Ⅲ層については、前回の調査で焼土や集石、

炭化物集中、灰集中、獣骨集中等の遺構が検出され、大木の根痕に伴う灰送りの場所が2ヶ所見つ

かっていることから、生活の場ではなく、送り場や小規模なキャンプサイトの場であったと考えら

れる。縄文時代については、平成14．15年の調査で住居跡が2軒見つかっているほか、Tピットが

95基と狩猟場としての性格を強く示しており、今年度8基検出し3年間の合計で103基の検出とな

っている。平成14･ 15年の調査ではTピットの配列は山側斜面裾に分布する傾向にあったが、今回

の調査区に配列の続きを示すような分布状態は認められない。検出されたTピットの形態は細長い

タイプのAl型と円から楕円形の逆茂木跡をもつC2型がほぼ同数検出され、前回の調査でもC2型

37%、 Al型30%と主体を示している。住居跡は調査区北側壁面にかかるように1軒検出されており、

ベンチ状の構造をもっている。床面、ベンチ上からは縄文時代後期初頭に位置づけられる余市式土

器が出土しており、本住居跡もこの時期に所属する住居跡であると考えられる。また、平成14． 15

年の調査で検出されている住居跡も、石組炉構造と一端にピットを有する(VH-01)同じ余市式期

の所産である。その他、平成14．15年に報告された土坑については今回の調査では検出されず、C2

型のTピットの配列前に目的的に配置された可能性もあると考えられているが、性格は依然として

不明である。士器についてはⅣ群Ala類の余市式士器が全体の半分以上で、後期初頭が主体的な遺

跡であることが分かる。今年度出土した余市式土器においては貼付帯が多段構成となる資料が圧倒

的に多い。胎士ついては上幌内モイ遺跡（厚真町教育委員会2006）で胎士に石英結晶を多量に含む

土器を分析し、富良野盆地特有の土器であるという結果を得ている。胎士に石英を多量に含む土器

は富良野にその産地を求めることができ、当時の流通や交易の一端を知る材料として大変参考とな

っている。富良野盆地系土器は本遺跡でも50点確認されており、 うち10%の5点がⅣ群Ala類､90%

がⅢ群B3a類という結果になっている。これは主体に出土する後期初頭よりも、中期末の北筒式期

の方が富良野盆地との交易が活発であったことが伺えるが、これが時期的なものなのか、遺跡の立

地によるものなのかはこれからの調査で判断していきたい。また、北筒式土器において出土点数は

全体の8％と僅少であるが、図Ⅲ－20－3． 11は立会区西端に確認された地すべり堆積物の下層より

出土しているため、厚幌l遺跡で調査された地すべり堆積は北筒式土器より後の時代であることが

明らかとなった｡分布密度は住居周辺を除けば､調査区南側に多少の濃い分布が認められるものの、

時期によって分布域が異なるなどの特徴は認められない。以下に住居跡と墓塘について若干の考察

を述べる。 （奈良）
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第2部厚幌1遺跡

第2節住居跡

調査区の北側壁面にかかるように検出した住居跡はベンチ構造をもち、中央付近には石組炉が

1ヶ所､南東側端部にはピットが1基確認されている。住居周辺にはV層とTa-dパミス混じりの掘

り上げ土が分布しており、覆士内にも同様の堆積が認められることから屋根士が堆積したものと思

われる。覆土内には屋根材や柱材と認められるような炭化材は認められなかったため、焼失家屋の

可能性は低いと考えられる。住居の規模については平成15年に調査を行ったVH-01が960cmX

606cmで北東一南西軸であるのに対して､今回調査をしたVH-03は南東一北西軸で､規模もVH-01

に比べてやや小さくなると推察される。本遺跡で検出したVH-01と03の共通する特徴は、石組炉

をもつ、楕円形である、周辺に掘り上げ士が認められる、住居端部に士坑が構築されている、余市

式土器が多段構成であるなどが挙げられる。 しかし、VH-03のベンチ上より出土した土器につい

ては口縁部に幅広の薄い貼付帯が認められるのみで､地文はLR斜行縄文のみである。(図Ⅲ-4-3)。

出土状態から住居廃絶後の流れ込みとは考えづらく、器表面に弱いナデが認められることから、タ

プコプ式に近いと考えられ､本住居跡は縄文後期前葉の可能性も考えられる｡炉跡の炭化物からAMS

による年代測定を行なっているが3,850±30という結果を得ており10が2350BC-2281BC、 20が

2462BC-2271BCであり、時期的には縄文時代後期前葉に位置づけられる。このような年代測定の結

果を踏まえると、多段構成になる余市式土器も僅かに年代幅をもつことも考えられ、一部漸移的に

タプコプ式の初期に並存する可能性もあるが、今後共伴する資料を基に検討していきたい。 （奈良）

第3節土坑墓

VGP-01とした士坑墓は､Vc層で胎土に滑石を多量に含むⅡ群A2a類がまとまって出士したこと

により確認された。ここではVGP-01とした遺構が縄文前期の士坑墓であのるか、堆積状態、遺物

出土状態、現場所見などを合わせて考察を行ないたい。堆積状態は上位にV層起源の黒色土がレン

ズ状に堆積し、下位にTa-dパミスを多量に含む褐色士で充填されていた。しかし、埋士に大型の板

状礫が副葬されていたために坑底面及び埋土中位の堆積状態が判然としない。上位の黒色士はレン

ズ状に堆積することから、遺体の腐食過程におこる陥没後の自然堆積と思われる。 2層以下のTa-d

パミス及びシルト岩が多量に混入する層は､Ⅵ層及びTa-dパミスが斑状に堆積していることから埋

め戻し士と考えられる。本文ではこの埋土を8層に分層しているが、板状礫の倒壊などによって色

調、混入物が異なるだけであり基本的には同一層と考えている。遺物については士坑墓内の南東側

に板状礫が4点折り重なるように検出している｡礫はやや中心に向かって傾く状態で出土しており、

間には埋士及び土器が認められる。土器は土坑墓の一面に分散している傾向にあり、坑底面、覆土

中位、検出面とレベル差が著しい。土器はいずれもⅡ群A2a類の同一個体と思われる資料で、胎士

に滑石を多量に含む静内中野式土器である。これら以外に板状礫1点が倒立した状態で北側壁面に

出土する。また、南東側の坑底付近に断面三角形のすり石が2点、北西側から頁岩製のつまみ付ナ

イフ1点出土している。このような出土状態から板状礫は意図的に配置され、他の板状礫も本来は

士坑墓の上面または壁面近くに配されていたと考えられる。土器はその出土状態から意図的に破損

させた士器を数回にわたって埋土とともに副葬した結果と考えられる。墓の認定については人骨以

外の要素として遺体層やベンガラ等の確認が挙げられ、今回は両方確認できていない。 しかし、上

記に示した遺物出土状態や埋め戻し士の状態から士坑墓として報告している。 （奈良）
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写真図版



第2部厚'幌1遺跡

図版1
蕊

灘
蕊馨

驚
識苧 蕊溌蕊熟繍 蕊蕊蕊蕊？ 蕊

蕊
縦を熱"劉

途識“
2…

蕊: 鷺簿
綴 蕊: ‘

灘
篭慧
韓韓撰#副轤…謎_、

､蕊 ．f、
蕊 …鑓

鷺

f輯 や壽 評
雲 …

鐘 蓉
勢ﾐｰ． 瞭 迅

瀞識～ ※ :癖-縦” ．蕊

鐸
鍵
舞
踊
蝿
溌
罐

…芽謬織巽. '漁 ,
●韓鐸坤砦呼囎 ｸ､

縛識熟諜
＃饗繁叢

蛎
率 唱字鼻凸

』鏑部､鯵識;、

識“

1.厚幌1遺跡遠景(SW→）

2.厚幌1遺跡近景(SW→）

79



第2部厚!|ml遺跡

図版2

1｡N-32区土層断面(N→）

2.N-33区土層断面(N→）

3.立会地点作業状況 4立会地点土層断面1 (NE→）

5.立会地点土層断面2(NE→） 6.立会地点土層断面3(NE→）
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第2部厚幌1遺跡

図版3
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第2部厚'|屍1遺跡

図版4

2,mF-08断面(SE→）1.mF-08検出(SE→）

3.N-31 ｡32区擦文土器出土状態(N→） 4.N-32区擦文土器出土状態(W→）
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図版5
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第2部厚'幌1遺跡

図版6
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第2部厚幌1遺跡

図版7
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第2部厚幌1遺跡

図版8

1.VGP-01遺物出土状態(SE→）

3.VGP-01遺物出土状態拡大1 (SE→）2.VGP-01土層断面(SW一）

5.VGP-01完掘(NE→）4.VGP-01遺物出土状態拡大2(SE→）
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図版9
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第2部厚幌1遺跡

図版10
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図版11
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第2部厚幌1遺跡

図版12
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第2部厚'幌1遺跡

図版13
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第2部厚幌1遺跡

図版14
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第2部厚'幌1遺跡

図版15
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図版16
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第2部厚'l滉1遺跡

図版17

3

Q
u

▼

■

Ⅱ

■08

PT-01

０
ｔ２）｛７

１１
ハ
』

｜

【

・

》

１

１

ｎ
も
り

１

１
ハ
Ⅱ
〉
１
１ I

戸

DC、
り

一

I I I I I
1～6

’ 錨ゞ
121

1.VH-03出土遺物(1)

9ゴ



第2部厚幌1遺跡

図版18
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図版19
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図版20
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第2部厚幌1遺跡

図版23
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図版25
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